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鈴木しづ子の第一
句集「春宮」
が羽生舎房から出たのは終戦の

翌年であった。
〈ノートするは支那興亡史はるの前〉とか〈東京

と生死をちかう盛夏かな〉と詠んでいた戦時中の製図工少女は、

〈あきさめや桁をそめたる塗料の貨〉といった強い色彩
成事w表現

したり、
〈夫ならぬひとによりそう腎嵐vと自己表出したりする

こ十代半ばの女性になっていた。

師の巨散は「春雷』
の序文で、
〈長き夜や掌もできすりしうす

き胸〉の勾を示しながら、「ねがこの少女を殺ったのは彼が勤め

てゐたじ坊の俳句会であった。
限のくりくりした見るところ快訴

さうな人柄であった」
と述べ、
その彼女が〈符の業やふところに

秘む熱の指〉の勾が示すように、「以前とはちがった静かな心で

わが身をいとしみ育んでゐるであろう。
私は彼をいとしく思う。

彼の名を鈴木しづ子という」
と紹介している。

彼女は「春雷』
の級文で、「句は私の生命でございます。
俳聖

芭蕉の詩情神に一
歩でもちかづくべく、
こののちともより一一胞の

努力をいたす心組にございます」
と殊勝な心怖を吐露していた。

その心のとおりに、
〈いにしへのてぷりの
印刷蘇をくみにけり〉とい

った古橋の句を処女句集の巻頭に選んだのはしづ
子自身であった。

そのしづ子がやがて第二句集『指環」
では、
先の「夏みかん」

や「災桁欄」
をはじめ〈性悲し佼更けの蜘妹を殺しけり〉〈体内

に君が血流る正座に耐うvなどの匂を示して世間の関心をかきた

て、
脚光を一
身に浴びるのだが、
『指南州」
はいま訟の手放川にある

『樹海』
昭和ニイ六年七月号の「鈴木しづ子特輯」
を元にしたも

のであった。

（国際社会学者）
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